
中学校 国語   課題の具体と指導改善のポイント 

【課題】音声の働きを意識し、意図的かつ具体的に話し方の工夫を考
えることに課題がある。 

１三 正答率 無解答率 

和泉市 42.5 25.7  

全国 
（公立） 51.8 16.2 

【出題の趣旨】自分の考えが分かりやすく伝
わるように表現を工夫して話すことができる
か 

【学習指導要領の内容】話すこと・聞くこと
１ウ、知識・技能１ア 

【評価の観点】知識・技能、思考・判断・表
現 

【問題形式】記述式 

指導改善のポイント 

★音声の働きや仕組みを意識しながら表現を工夫して話す 
 ・自分の考えを話して伝えるには、どこをどのように工夫して話すと効果的なの 

  かを考えるように指導することが大切。 

 ・その際に、様々な話し方の工夫があることを確認し、実際に声に出して効果を 

  確かめたり、助言し合ったりして、「話し方」として身に付くように指導する 

  ことが重要。 

 ４一 青山さん述べた「文字のよさ」を具体的な内容を選ぶ。 

【課題】楷書と行書の違いや「省略」
「連続」のような語句の理解に課題が
ある。 

指導改善のポイント 

★楷書の学習を踏まえ、行書の特徴を理解して書く 
 ・同じ文字を楷書で書いたものと行書で書いたものを比較し、その特徴を「点画」 

   「連続」「点の省略」「筆順の変化」など行書の特徴が実際にどの部分に表れて 

    いるか確認する学習活動をすることが大切です。  

★書写の授業では実習のみに留まらず、振り返りや鑑賞を取り入れる 
 ・学習の振り返りは、単元の終末だけではなく、必要に応じて単元の途中で行うこ 

    とも考えられる。また、以下の振り返りの観点も参考にしてください。 

【振り返りの観点の例】 

 ① 前事までに学習したことで、本時の学習に生かしたことはなにか。 

 ② 本時（や本単元）で工夫しようとしたが、十分ではなかったことは何か。 

 ③ 本時（や本単元）で感じた行書のよさは何か。 

 ④ 今後、どのような場面で行書を使いたいか。 

 ⑤ 行書の特徴を踏まえて身近な文字を振り返ったときに、どのようなものが行書 

   で書かれているか。 
 

１三 参加者の誰がどのようなことについて発言するとよいかと、そのように考え
た理由を書く 

４一 正答率 無解答率 

和泉市 36.6 1.3 

全国 

(公立) 39.4 0.9 

【出題の趣旨】行書の特徴を理解し
ているか 

【学習指導要領の内容】我が国の言
語文化に関する事項１・エ（イ） 

【評価の観点】知識・技能 

【問題形式】選択式 



９（２） 正答率 無解答率 

和泉市 11.8 48.7 

全国 
（公立） 12.5 38.5 【出題の趣旨】結論が成り立つための前提を考え，

新たな事柄を見いだし，説明することができる 

【学習指導要領の領域】A数と式２⑴イ(イ) 

【評価の観点】思考・判断・表現 

【問題形式】記述式 

６（３） 正答率 無解答率 

和泉市 32.4 35.7 

全国 
（公立） 37.6  26.2 

中学校 数学   課題の具体と指導改善のポイント 

【出題の趣旨】筋道を立てて考え，事柄
が成り立つ理由を説明することができる 

【学習指導要領の領域】B図形２⑵イ(イ) 

【評価の観点】思考・判断・表現 

【問題形式】記述式 

９（２）∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる理由を示し，∠ＥＢＦの大きさが
いつでも６０°になることの説明を完成する 

６（３） ある偶数との和が４の倍数になる数について，予想した事柄を表現する 

★ある条件の下で成り立つ図形の性質を見出し、それが成り立つ理由
を数学的に説明できるようにする 
・結論を導くために何が分かればよいかをあきらかにしたり、与えられた条件を  

 整理したり、着目すべき性質や関係を見出し、事柄が成り立つ理由を筋道を 

 立てて考えたりする活動を取り入れ、数学的に説明できるように指導すること 

 が大切です。 
 

★観察や操作、実験などの活動を通して、図形の性質を見いだすこと
や、統合的・発展的に考察することができるようにする 
・図形の性質を考察する場面では、観察や操作、実験などの活動を通して、予想 

 した事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることができるようにするととも 

 に、条件を変えても予想した事柄が成り立つかを確かめたり、予想した事柄が 

 成り立つための条件を見いだしたりするなど、統合的・発展的に考察すること 

 が大切です。 

指導改善のポイント 

【課題】筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することに課
題がある 

指導改善のポイント 

★結論が成り立つための前提を捉え、見出した事柄を数学的に表現でき
るようにする 
 ・与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどうかを、具体例を挙げて調べる活 

  動を通して、結論が成り立つための前提を捉え、見出した事柄を数学的に表現で 

  きるように指導することが大切です。 
 

★統合的・発展的に考察することができるようにする 
 ・一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直したり、 

  共通する性質を見出したりして、統合的・発展的に考察することができるよう 

  にすることが大切です。 

【課題】新たな事柄を見出し、説明することに課題がある。 



５（３） 正答率 無解答率 

和泉市 33.6 42.0 

全国 
（公立） 43.3 29.4 

【出題の趣旨】アリの行列のつくり方を探究す
る場面において，視覚による情報を基に行列を
つくるかを調べた実験の結果を分析して解釈し，
課題に正対した考察を行うことができるか 

【学習指導要領の領域】「生命」を柱とする領
域⑶(ウ) 

【評価の観点】思考・判断・表現 

【問題形式】記述式 

８（１） 正答率 無解答率 

和泉市 48.3 20.4 

全国 
（公立） 55.2 11.6 

中学校 理科   課題の具体と指導改善のポイント 

【出題の趣旨】考察の妥当性を高めるた
めに，測定値の増やし方について、測定
する範囲と刻み幅の視点から実験の計画
を検討して改善できるか 

【学習指導要領の領域】「エネルギー」
を柱とする領域⑴(イ) 

【評価の観点】思考・判断・表現 

【問題形式】記述式 

５（３） 考察の妥当性を高めるために，測定範囲と刻み幅をどのように調整し
て測定点を増やすかを説明する 

８（１） アリが視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実験の結果を基に，
課題に正対した考察を記述する 

【課題】課題に正対した考察を行うことに課題がある。 

★考察の妥当性を高めるために、実験の計画を検討して改善できるよ
うにする 
 ・身近な物理現象を科学的に探究する上で、考察の妥当性を高めるために、実験 

  結果の処理について振り返り、実験の計画を検討して改善することが大切です。 

  指導にあたっては、本問のように、測定値の不足から妥当性の高い考察が行え 

  ない場合、測定する間隔や範囲などの改善点を明確にし、それらをもとに実験 

  の計画を検討して改善する学習場面を設定することが考えられます。 

指導改善のポイント 

【課題】測定する間隔や範囲に着目して実験の計画を検討して改善
することに課題がある 

指導改善のポイント 

★実験の結果を分析して解釈し、課題に正対した考察を行うことができ
るようにする 
 ・観察、実験の結果を分析して解釈する上で、課題で明らかにしようとしているこ 

  とは何かを意識して考察することが大切です。 

 ・指導にあたっては、本問のように、アリの行列のつくり方に問題を見出して設 

  定した課題と考察が正対しているか、考察の根拠は明確かなどの検討を促す学習 

  場面を設定することが考えられます。 

 ・具体例を示しながら、根拠をもとに考察を繰り返すことで、課題に正対した考察 

  を行うことができるようになることが期待できます。 


